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１．中山間地域とは？１．中山間地域とは？

・特定農山村法による「特定農山村地域」

・山村振興法による「振興山村地域」

・過疎地域自立促進特別措置法による「過疎地域」

・半島振興法による「半島地域」

・離島振興法による「離島地域」

本県の場合、次の地域振興に関する法律（いわゆる地域振興５法）

の指定地域に該当するいずれかの地域を示す。

①面 積 （単位：k㎡） ②人 口 （単位：人）

県 全 体 中山間地域 割 合 県 全 体 中山間地域 割 合

7,105 6,546 92.1% 796,292 317,359 39.8%

（参考） ○過疎地域（一部、見なし過疎を含む）の状況
過疎地域（面積） 割 合 過疎地域（人口） 割 合

5,408 k㎡ 76.1％ 200,945 人 25.2%

※過疎地域の人口の推移
【昭和35年】 378,271人 → 【平成17年度】 200,945人 ▲177,325人

（44.3%) (25,2%)

資料：国勢調査（昭和３５年～平成１７年）
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本年１月の春野町と高知市の合併により、３４市町村のすべてが中山間地

域を含む市町村になった。 （１１市１７町６村）

＜本県の中山間地域＞

・高知県の中央部を除くほと
んどの地域が中山間地域
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■高知県における中山間地域の課題
人口の減少と高齢化の進展

本県は、全国に先行して、過疎化、高齢化が進行。特に、山間部をはじめとする過疎地域での人口
の減少と高齢化の進展が著しい。

＜人口の減少＞ ＜高齢化率＞ ＜産業人口＞
・Ｓ３５年→Ｈ１７年の人口減少率 ・全国平均 ２０．１％ ・農業経営者の平均年齢 ６２．９歳

854,595人→796,292人(△７％） ・高知県平均 ２５．９％（３位） ･林業就労者の平均年齢 ５４．５歳
過疎地域 ・過疎地域平均 ３４．８％ ・農業・林業・漁業人口は、１／３～１／５
378,271人→200,945人(△47％）

＜人口減少率の高い市町村＞ ①大川村８６．９％ ②北川村７５．４％ ③旧物部村７５．３％ ④大豊町６９．９％
＜高齢化率の高い市町村＞ ①旧池川町５１．０％ ②大豊町５０．８％ ③旧物部村４８．０％ ④旧吾川村４６．７％

集落機能の維持が困難

小規模の集落が年々増加

・冠婚葬祭、農作業等の共同作業ができない
・水源管理などの生活機能が維持できない

地域活力の衰退

その結果

将来の地域を担う若年層が減少

・子どもを中心とした神祭、集落行事など地
域コミュニティー活動が停滞
・地域の持続性が保たれない

農地、山林の荒廃

高齢化・担い手不足・不在地主の増加

・耕作放棄地の増加、経営面積の減
少
・山林の荒廃

集落の消滅 コミュニテｲーの崩壊 国土資源の消滅

■20世帯未満の集落が５５７で集落全

体（２，３６０）の２３％
■１０世帯未満の集落が１９１集落。

■１５歳以下人口割合１２．９％ （全国４４位）
（昭和３７年） （平成18年）

■小中学校数 ７０１校 → ４５１校
■小中学校生徒数 １６７，６２４人→６４，３４９人

■農業人口の36.3％は、６５歳以上

■農業経営者の５０歳未満 １３．３％
■山林不在村地主の割合が２４％

Ｈ１８年に国が実施した市町村へのアン
ケート調査では、消滅可能性のある集落
は、 １９５集落

地域の伝統文化はもちろん、地域の存続
自体が懸念される

水源が確保できない。食糧が供給できない
（耕作放棄地面積 １２,４１０ｈａ） 保水力の
低下による渇水、大型の水害の増加

自然環境の悪化
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（１）所得の状況
医療療養病床の低所得Ⅰ、介護療養病床の利用者負担第１・第２段階（収入が年金のみの場合には

年80万円以下）の人の割合が高く、全体の38.0％を占めている。

23.1%

38.0%

76.9%

62.0%

全国

高知県
低所得者 その他

療養病床アンケート調査（H18.10)

24.1%

36.0%

17.5%

19.4%

53.1%

40.7%
3.8%

4.0%

1.3%
全国

高知県

単身世帯 高齢者のみの世帯 その他の世帯 不明 無回答等

（２）世帯の状況
全国と比べて単身世帯の割合が高く、単身及び

高齢者のみ世帯の人の合計が５割を超えている。

（３）家庭介護力の状況
単身や高齢者のみの世帯が多いことから、

「日中・夜間とも介護ができる人がいない」
人の割合が高く、全体の７割を超えている。

全国全国 高知県高知県

その他
43.2%

56.8%
その他
28.4% 71.6%

療養病床アンケート調査（H18.10)

日中、夜間
とも介護が
できる人が
いない

日中、夜間とも
介護ができる
人がいない

療養病床アンケート調査（H18.10)

高齢者高齢者の状況の状況



社協事務所

訪問介護利用者

利用者宅の状況 (平成20年7月)
(ヘルプ・デイ実利用者数78名)

【事業所からの距離】
片道15km以上 11戸

【道路の幅員】
2.0m以下 23戸

【中心集落までの傾斜度】
20度以上 36戸

大豊町の概要
面 積 314.94km2

（東京23区のおよそ半分)
人 口 5,315人
高齢化率 51.8%

３２

４３９

高知自動車道
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介護サービスの状況

通所介護
小規模４Ｈ～６Ｈ （平成２０年７月分）

１日平均利用者 １２．５人

１日平均使用車両

車両１台当たり

１日平均走行距離

１日平均送迎時間

最長走行距離

５．１５台
（普通車１台・軽自動車５台）

４３ｋｍ

２時間

９１ｋｍ

送

迎

大豊町社会福祉協議会の場合

２時間１０分１日平均移動時間

１日最長走行距離

１日平均移動距離

１日平均サービス
提供時間

１日平均訪問件数

８１ｋｍ

５１ｋｍ

４時間１６分

４．１４件

常
勤
ヘ
ル
パ
ー

一
人
当
た
り

訪問介護
（平成２０年８月分）
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中山間地域の介護保険サービスの維持について

事業所

訪問ＳＴＡＲＴ

高知県の多くを占める中山間地域では、訪問に多くの時間
を要し採算が合わないため､特に通所系、訪問系のサービスへ
の事業者参入が進んでおらず､市町村社会福祉協議会が赤字を
出しながら介護サービスを提供している実態にある。

中山間地域

・訪問先が広範囲に点在
・急峻で道幅が狭いなど
道路事情が悪く、移動
に多大な時間を要する

中山間地域の市町村社会福祉協議会等が介護事業を継続できる
よう、次のような支援措置を講じること。

○ へき地診療所に対する赤字補填補助と同様の補助制度を創設すること。

○ 介護報酬の特別地域加算を大幅に引き上げるとともに、利用者の負担
が増加しないよう、当該加算にかかる費用は全額公費負担とすること。

現状

訪問先

訪問先

平成１８年度に介護サービ
ス事業を実施した県内２８
市町村社会福祉協議会中、
１４社協が赤字

平成１８年度に介護サービ
ス事業を実施した県内２８
市町村社会福祉協議会中、
１４社協が赤字

新たな支援制度の提案
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(仮称)
へき地・離島等

介護サービス事業者

((仮称仮称))へき地・離島等介護サービス事業者に対する運営費補助制度の概要へき地・離島等介護サービス事業者に対する運営費補助制度の概要

道路事情や小集落の点在により、介護サービス事業の効率的な運営が困難で、民間事業者の参
入が進まない山村、離島等の住民の介護を確保するため、当該地域の介護サービス事業者として
地域住民に対する介護サービスの提供を担当している事業者の運営事業に要する経費に対して補
助するもの。

道路事情や小集落の点在により、介護サービス事業の効率的な運営が困難で、民間事業者の参
入が進まない山村、離島等の住民の介護を確保するため、当該地域の介護サービス事業者として
地域住民に対する介護サービスの提供を担当している事業者の運営事業に要する経費に対して補
助するもの。

目的目的

国国
①人口密度が極めて希薄

(38人/平方キロメートル以下-
振興山村人口密度基準116人
の1/3程度)

又は、

②小規模集落が多く、交通不便
(20世帯未満の集落が集落総

数の20%以上) など

市町村市町村

基準額と実支出額
を比べて低い額

運営経費

事務費

直接介護費

－

介護収入額

＝
運
営
赤
字

補助率 ２／３（国）

保険収入

利用者負担

対象地域の考え方 (例)
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